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中
国
研
究
集
刊 

夜
号
（
総
六
十
一
号
）
平
成
二
十
七
年
十
二
月　

九
二
︱
九
九
頁

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要（
十
四
）

椛
島
雅
弘

本
提
要
は
、『
中
国
研
究
集
刊
』
珠
号
（
総
五
十
九
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
三
）」
の
続
編
で

あ
る
。
今
回
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
現
時
点
（
二
〇
一
五
年
十
二

月
）
ま
で
で
、
未
だ
紹
介
し
て
い
な
い
原
釈
文
・
中
文
研
究
書
・

国
内
研
究
書
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
、「
原
釈
文
」「
研
究
書
（
中

文
書
）」「
研
究
書
（
和
書
）」
の
三
つ
に
分
類
し
て
紹
介
し
た
い
。

原
釈
文

『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
第
一
冊
︱
第
七
冊
（
湖
南

省
博
物
館
、
復
旦
大
学
出
土
文
獻
与
古
文
字
研
究
中
心
、
裘
錫
圭

主
編
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
全
て
縦
組
繁
体
字
）

馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
帛
書
・
簡
牘
の
図
版
と
釈
文
を
収

載
し
た
書
。「
整
理
圖
版
」（
第
一
・
二
冊
）、「
釋
文
注
釋
」（
第

三
︱
六
冊
）、「
原
始
圖
版
」（
第
七
冊
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
整
理
圖
版
」
部
分
に
は
、
全
て
の
帛
書
・
簡
牘
の
写
真
に
加
え
、

本
来
の
位
置
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
残
片
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
は
以
下
の
通
り
。『
周
易
経
伝
』・『
喪

服
図
』・『
春
秋
事
語
』・『
戦
国
縦
横
家
書
』・『
老
子
』
甲
本
・

『
五
行
』・『
九
主
』・『
明
君
』・『
徳
聖
』・『
九
主
図
』・『
経
法
』・

『
十
六
経
』・『
称
』・『
道
原
』・『
老
子
』乙
本
・『
物
則
有
形
図
』・

『
五
星
占
』・『
天
文
気
象
雑
占
』・『
刑
徳
』
甲
篇
・『
刑
徳
』
乙

篇
・『
刑
徳
』
丙
篇
・『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
・『
陰
陽
五
行
』
乙

篇
・『
出
行
占
』・『
木
人
占
』・『
相
馬
経
』・『
宅
位
宅
形
吉
凶

図
』・『
足
臂
十
一
脈
灸
経
』・『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
甲
本
・『
脈

法
』・『
陰
陽
脈
死
候
』・『
五
十
二
病
方
』・『
却
穀
食
気
』・『
陰
陽

十
一
脈
灸
経
』
乙
本
・『
導
引
図
』・『
養
生
方
』・『
房
内
記
』・
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『
療
射
工
毒
方
』・『
胎
産
書
』・『
太
一
祝
図
』・『
卦
象
図
』・『
地

形
図
』・『
箭
道
封
域
図
』・『
府
宅
図
』・『
居
葬
図
』・『
宅
位
草

図
』・『
十
問
』・『
合
陰
陽
』・『
雑
禁
方
』・『
天
下
至
道
談
』・
一

号
墓
竹
簡
遣
冊
・
一
号
墓
竹
牌
・
一
号
墓
籤
牌
・
二
号
墓
竹
簡
・

三
号
墓
竹
簡
遣
冊
・
三
号
墓
籤
牌
。

「
釋
文
注
釋
」
部
分
で
は
、
各
文
献
の
釈
文
と
注
釈
を
掲
げ
る
。

「
原
始
圖
版
」
部
分
に
は
、「
整
理
圖
版
」
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い

図
版
（
帛
書
の
全
体
図
の
写
真
や
、
部
分
的
に
拡
大
し
た
写
真

等
）
に
加
え
、
附
録
と
し
て
「
未
命
名
殘
片
」「
行
樂
圖
殘
片
」

「
一
號
墓
Ｔ
形
帛
畫
」「
三
號
墓
帛
畫
」「
車
馬
儀
杖
圖
」
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
か
つ
て
文
物
出
版
社
が
出
版
し
た
『
馬
王
堆
漢
墓
帛

書
』
と
比
べ
、
様
々
な
点
で
優
れ
て
い
る
。
ま
ず
、『
馬
王
堆
漢

墓
帛
書
』
第
三
・
第
五
・
第
六
分
冊
に
収
録
予
定
で
あ
り
な
が

ら
、
現
時
点
で
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
文
献
が
、
本
書
で
は
収
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
図
版
の
写
真
が
高
解
像
度
の
カ
ラ
ー
写
真
で
あ
る
こ
と

や
、
釈
文
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
基
に
、
今
ま
で
の
誤
り
を

修
正
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
注
釈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
優
れ
た

点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
馬
王
堆
関
係
の
文
献
に
関

す
る
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

研
究
書
（
中
文
書
）

『
楚
地
戰
国
簡
帛
與
傳
世
文
獻
対
讀
之
研
究
』（
単
育
辰
著
、

中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
五
月
、
全
三
四
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

主
に
文
字
学
的
観
点
か
ら
、
楚
簡
帛
の
解
釈
を
行
い
、
ま
た
楚

簡
帛
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
伝
世
文
献
を
再
解
釈
し
た
書
。

自
身
の
研
究
を
述
べ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
の
諸

研
究
を
踏
ま
え
、
包
括
的
に
概
述
す
る
と
い
う
性
格
が
強
い
。

「
楚
地
戰
國
簡
帛
的
出
土
及
其
研
究
概
況
」「
楚
地
戰
國
簡
帛
與
傳

世
文
獻
對
讀
在
古
文
字
考
釋
中
的
重
要
性
」「
楚
地
戰
國
簡
帛
與

傳
世
文
獻
對
讀
在
先
秦
典
籍
研
究
中
的
重
要
性
」「
楚
地
戰
國
簡

帛
與
傳
世
文
獻
對
讀
的
幾
個
重
要
問
題
」「
楚
地
戰
國
簡
帛
與
傳

世
文
獻
對
讀
類
擧
」
の
全
五
章
で
構
成
さ
れ
る
。

第
一
章
「
楚
地
戰
國
簡
帛
的
出
土
及
其
研
究
概
況
」
で
は
、
楚

地
で
発
見
さ
れ
た
文
献
を
、
一
九
四
二
年
の
長
沙
子
弾
庫
楚
帛
書

か
ら
時
系
列
順
に
紹
介
し
、
楚
文
字
の
特
徴
や
研
究
史
に
つ
い
て

概
説
す
る
。

第
二
章
「
楚
地
戰
國
簡
帛
與
傳
世
文
獻
對
讀
在
古
文
字
考
釋
中

的
重
要
性
」
で
は
、
楚
文
字
を
釈
読
す
る
方
法
を
「
小
篆
」「
通

假
」「
甲
骨
文
・
金
文
」「
秦
簡
・
漢
簡
の
隷
書
」「『
説
文
』
等
に
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残
存
す
る
古
文
」「
韻
文
」「
伝
世
文
献
」
の
計
七
つ
挙
げ
た
上

で
、
実
際
の
楚
文
字
解
釈
は
、
こ
れ
ら
を
複
合
的
に
用
い
て
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
楚
文
字
を
釈
読
す
る
際
、
他

の
楚
文
字
を
手
が
か
り
に
し
て
隷
定
す
る
例
や
、
伝
世
文
献
を
手

が
か
り
に
し
て
隷
定
す
る
例
を
多
数
提
示
す
る
。

第
三
章
「
楚
地
戰
國
簡
帛
與
傳
世
文
獻
對
讀
在
先
秦
典
籍
研
究

中
的
重
要
性
」
で
は
、
ま
ず
出
土
文
献
に
よ
っ
て
後
人
の
偽
作
説

が
払
拭
さ
れ
た
伝
世
文
献
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、『
孫
子
』『
老

子
』
と
い
っ
た
比
較
的
有
名
な
文
献
だ
け
で
な
く
、『
呉
子
』『
慎

子
』
と
い
っ
た
文
献
も
楚
簡
帛
に
よ
っ
て
偽
作
説
が
払
拭
さ
れ
た

こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、『
老
子
』『
論
語
』『
礼
記
』『
大
戴
礼

記
』
に
関
連
す
る
文
献
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
献
の
成
立
年
代
や
そ
の
過
程
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
や
、『
晏
子
春
秋
』『
説
苑
』『
新
語
』
と
い
っ
た
歴

史
故
事
を
述
べ
る
文
献
に
類
似
す
る
楚
簡
帛
が
存
在
す
る
こ
と
を

述
べ
る
。
さ
ら
に
、
伝
世
文
献
の
判
然
と
し
な
い
箇
所
を
、
楚
簡

帛
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

第
四
章
「
楚
地
戰
國
簡
帛
與
傳
世
文
獻
對
讀
的
幾
個
重
要
問

題
」
で
は
、
楚
簡
帛
及
び
伝
世
文
献
に
お
い
て
、
文
義
が
判
然
と

し
な
い
句
を
解
釈
し
、
ま
た
「
慎
独
」「
六
経
」
と
い
っ
た
思
想

史
的
に
重
要
な
タ
ー
ム
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
五
章
「
楚
地
戰
國
簡
帛
與
傳
世
文
獻
對
讀
類
擧
」
で
は
、
楚

簡
帛
の
中
で
伝
世
文
献
と
概
ね
同
一
の
も
の
や
、
部
分
的
に
一
致

す
る
も
の
を
紹
介
す
る
。

『
先
秦
思
想
與
出
土
文
獻
研
究
』（
竹
田
健
二
著
、
台
湾
・
花

木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
九
月
、
全
一
五
五
頁
、
横
組
繁

体
字
）

著
者
が
日
本
で
発
表
し
た
出
土
文
献
研
究
の
成
果
を
、
そ
れ
ぞ

れ
翻
訳
し
て
一
冊
に
ま
と
め
た
書
。「
氣
思
想
的
研
究
」「
郭
店
楚

簡
和
上
博
楚
簡
的
研
究
」「
出
土
竹
簡
的
形
制
及
契
口
以
及
劃
線

的
研
究
」
の
三
篇
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
篇
「
氣
思
想
的
研
究
」
で
は
、古
代
中
国
に
見
え
る
「
気
」

の
思
想
に
つ
い
て
、
出
土
文
献
を
用
い
な
が
ら
考
察
す
る
。
第
一

章
で
は
、『
孫
子
』『
孫
臏
兵
法
』
及
び
他
の
兵
書
に
見
え
る
「
気
」

の
思
想
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
兵
学
に
お
け
る
「
気
」
は
、

「
望
気
」
と
い
う
可
視
的
な
気
と
、「
士
気
」
と
い
う
不
可
視
的
な

気
の
二
系
統
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。
そ
の
上

で
、
こ
の
二
系
統
の
気
は
、『
国
語
』
周
語
や
『
左
伝
』
に
見
ら

れ
る
気
の
思
想
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
、
成
立
し
た
も
の
だ
と
推

測
す
る
。
さ
ら
に
、『
国
語
』
周
語
で
述
べ
ら
れ
る
気
の
思
想
は
、

周
王
室
の
史
官
や
楽
官
が
天
道
に
も
と
づ
い
て
職
務
を
行
う
際
、
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生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

第
二
章
で
は
、
上
博
楚
簡
『
恒
先
』
及
び
郭
店
楚
簡
『
老
子
』

『
太
一
生
水
』
に
見
え
る
気
の
思
想
に
注
目
し
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
戦
国
時
代
前
期
以
前
に
は
、
既
に
「
万
物
は
気
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
思
考
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
宇
宙
生
成
論
が
気
の
思
想
と
結
び
つ
け

て
説
か
れ
て
い
た
こ
と
を
論
証
す
る
。

第
三
章
で
は
、第
一
章
・
第
二
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
も

と
に
、
主
に
古
代
中
国
思
想
史
に
お
け
る
気
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

第
二
篇
「
郭
店
楚
簡
和
上
博
楚
簡
的
研
究
」
で
は
、
上
博
楚

簡
・
郭
店
楚
簡
に
含
ま
れ
る
文
献
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
四
章

で
は
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
と
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
の
関

係
性
に
つ
い
て
、
主
に
形
式
面
か
ら
比
較
検
討
を
行
い
、
両
文
献

が
異
な
る
系
統
に
属
す
る
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
主

張
す
る
。
続
く
第
五
章
で
は
、
両
文
献
を
内
容
面
か
ら
検
討
し
、

そ
の
意
義
を
「
戦
国
時
代
に
お
け
る
性
説
の
盛
ん
な
議
論
」
や

「「
天
︱
命
︱
性
」
を
結
び
つ
け
る
思
考
」
が
少
な
く
と
も
戦
国
前

期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
や
、
両
文
献
の
性
説
が
戦

国
中
期
以
降
の
儒
家
の
性
説
に
対
し
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た

可
能
性
を
示
唆
す
る
点
に
求
め
る
。

第
六
章
で
は
、
上
博
楚
簡
『
容
成
氏
』
に
見
え
る
身
体
障
害
者

の
福
祉
政
策
が
、
そ
の
時
の
統
治
者
の
政
治
が
善
政
か
悪
政
で
あ

る
か
を
示
す
、
一
種
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

こ
と
を
述
べ
る
。
第
七
章
で
は
、
上
博
楚
簡
『
慎
子
曰
恭
倹
』
を

取
り
上
げ
、
そ
の
文
献
的
性
格
が
、
後
日
為
政
者
に
な
る
べ
き
人

物
を
対
象
と
す
る
訓
戒
の
書
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
慎
子
曰
恭

倹
』
に
見
え
る
「
慎
子
」
が
慎
到
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。

第
三
篇
「
出
土
竹
簡
的
形
制
及
契
口
以
及
劃
線
的
研
究
」
で

は
、
形
制
面
か
ら
竹
簡
を
考
察
す
る
。
第
八
章
で
は
、
上
博
楚
簡

の
『
曹
沫
之
陳
』
に
お
け
る
契
口
に
注
目
す
る
。
契
口
に
は
、
右

契
口
と
左
契
口
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
出
土
し
た
竹
簡
の
中

で
、
同
一
竹
簡
上
に
右
契
口
と
左
契
口
が
混
在
す
る
こ
と
は
な
い

こ
と
を
論
証
し
た
上
で
、
こ
の
原
則
を
踏
ま
え
て
い
な
い
他
研
究

者
の
排
列
案
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
九
章
で
は
、

上
博
楚
簡
『
采
風
曲
目
』
の
契
口
の
位
置
、
及
び
編
綫
数
に
注
目

す
る
。
原
釈
で
同
じ
文
献
だ
と
さ
れ
て
い
る
竹
簡
の
う
ち
、
他
の

竹
簡
と
比
べ
て
契
口
の
位
置
と
編
綫
数
が
異
な
る
一
本
が
、
別
文

献
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
十
章
で
は
、
清
華
簡
『
楚
居
』
や
『
程
寤
』
等
に
見
え
る
劃

線
に
つ
い
て
考
察
し
、
竹
簡
が
綴
ら
れ
て
冊
書
が
形
制
さ
れ
た

際
、
そ
の
冊
書
は
必
ず
し
も
劃
線
が
連
続
す
る
形
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
十
一
章
で
は
、
北
京
漢
簡
『
老

子
』
及
び
清
華
簡
『
繋
年
』『
金
縢
』
を
取
り
上
げ
る
。
韓
巍
氏

は
、
北
京
漢
簡
『
老
子
』
の
情
報
を
も
と
に
「
劃
線
は
、
竹
簡
と
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し
て
加
工
す
る
前
の
竹
筒
の
段
階
で
、
螺
旋
状
に
記
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
推
測
を
行
う
。
一
方
何
晋
氏
は
、
こ
れ
に
対
し

て
反
論
す
る
。
こ
の
状
況
を
受
け
て
、
筆
者
は
何
晋
氏
の
論
を
検

証
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
清
華
簡
『
繋
年
』
等

に
見
ら
れ
る
劃
線
か
ら
も
、
韓
巍
氏
の
説
の
よ
う
な
順
序
で
劃
線

が
記
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

本
書
の
第
三
篇
は
、
契
口
や
劃
線
に
注
目
し
て
い
る
が
、
国
内

外
で
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
竹
簡
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な

く
、
そ
の
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

研
究
書
（
和
書
）

『
出
土
文
獻
と
秦
楚
文
化
』
第
七
号
（
出
土
資
料
と
漢
字
文

化
研
究
会
編
、
永
鎮
文
化
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
全
一
二
一

頁
、
横
組
和
文
）

出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
が
刊
行
す
る
『
出
土
文
獻
と
秦

楚
文
化
』
の
第
七
号
。
本
号
は
す
べ
て
出
土
文
献
の
訳
注
で
あ

り
、
海
老
名
量
介
「
上
博
楚
簡
『
霊
王
遂
申
』
譯
注
」、
宮
島
和

也
「
清
華
簡
『
金
縢
』
譯
注
」、
谷
中
信
一
「
清
華
簡
『
傅
説
之

命
』（
上
）
譯
注
」、
名
和
敏
光
・
宮
本
徹
・
小
寺
敦
「
清
華
簡

『
傅
説
之
命
』（
中
）
譯
注
」、
東
京
大
学
古
文
字
学
読
書
会
「
清

華
簡
『
傅
説
之
命
』（
下
）
譯
注
」
の
五
編
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

な
お
、『
出
土
文
獻
と
秦
楚
文
化
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、

出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

m
cm

-w
w
w
.jw

u.ac.jp/~
skproject/about/publication/

index.htm
l

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

『
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
伝
世
文
献
』（
西
信
康
著
、
北
海

道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
全
一
八
〇
頁
、
縦
組
和
文
）

郭
店
楚
簡
『
五
行
』・『
孟
子
』・
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
に

関
す
る
論
考
を
収
録
し
た
研
究
書
。「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
研
究

史
と
課
題
」「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
一
段
目
の
思
想
と
構
造
」

「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
二
段
目
の
思
想
と
構
造
」「
郭
店
楚
簡

『
五
行
』
第
三
段
目
の
思
想
と
構
造
」「『
孟
子
』
万
章
下
篇

「
金
聲
而
玉
振
之
」
考
」「『
孟
子
』
に
見
え
る
告
子
の
仁
内
義
外

説
」「
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
の
人
性
論
と
そ
の
周
辺
」
の
全

七
章
で
構
成
さ
れ
、
各
章
と
も
そ
れ
ぞ
れ
文
献
に
対
す
る
従
来
の

関
心
や
視
点
を
批
判
し
、
新
た
な
解
釈
を
試
み
た
点
で
特
徴
的
で

あ
る
。

第
一
章
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
研
究
史
と
課
題
」
で
は
、
郭
店

楚
簡
『
五
行
』
の
研
究
史
と
課
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
具
体
的

（ 96 ）



に
は
、《
経
》
の
み
の
郭
店
『
五
行
』
と
、《
経
》
に
加
え
て
《
説
》

を
伴
う
馬
王
堆
『
五
行
』
と
の
関
係
性
に
関
す
る
池
田
知
久
氏
と

浅
野
裕
一
氏
の
学
説
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
著
者
の
見
解
を
述
べ

る
。
そ
し
て
、
新
た
に
《
説
》
が
『
五
行
』
に
加
え
ら
れ
る
思
想

的
要
請
が
何
だ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
馬
王
堆
『
五

行
』
の
《
説
》
を
参
考
に
し
て
郭
店
『
五
行
』
の
解
釈
を
行
う
の

で
は
な
く
、
ま
ず
郭
店
『
五
行
』
を
独
立
し
た
文
献
と
し
て
考
察

す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
ま
た
、
解
釈
の
手
段
と
し
て
、
郭
店

『
五
行
』
の
竹
簡
に
見
え
る
墨
節
記
号
に
着
目
し
て
本
文
を
検
討

す
る
こ
と
を
提
示
す
る
。

第
二
章
・
第
三
章
・
第
四
章
で
は
、
墨
節
記
号
を
『
五
行
』
の

思
想
的
特
徴
を
反
映
し
た
も
の
と
規
定
し
た
上
で
、『
五
行
』
を

三
つ
の
段
落
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
構
造
的
特
徴
及
び
思
想
的
特
徴

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
第
一
段
目
と
第
二
段
目
に
は

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
思
想
的
主
題
が
存
在
す
る
一
方
で
、
第
三
段
目

に
は
構
造
的
に
も
思
想
的
に
も
ま
と
ま
り
に
欠
け
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。

第
五
章
「『
孟
子
』
万
章
下
篇
「
金
聲
而
玉
振
之
」
考
」
で
は
、

従
来
有
力
な
説
が
存
在
し
な
か
っ
た
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
「
集
大

成
也
者
、
金
聲
而
玉
振
之
也
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
同
じ
文
章
が

見
え
る
馬
王
堆
『
五
行
』
や
、
類
似
句
が
存
在
す
る
『
性
自
命

出
』
等
を
参
考
に
し
て
解
釈
を
試
み
る
。
そ
し
て
、「
金
聲
」「
玉
」

が
単
な
る
音
楽
用
語
で
は
な
く
、
人
物
の
徳
性
を
聴
覚
的
・
視
覚

的
に
比
喩
す
る
語
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
金
聲
而
玉
振
之
」
を

「
金
の
よ
う
に
（
美
し
い
）
声
を
発
し
、
玉
の
よ
う
に
お
の
ず
か

ら
、（
美
し
い
音
を
）
振
る
う
」
と
解
釈
す
る
。

第
六
章
「『
孟
子
』
に
見
え
る
告
子
の
仁
内
義
外
説
」
で
は
、

郭
店
楚
簡
『
六
徳
』・『
語
叢
一
』・『
管
子
』
戎
篇
・『
墨
子
』
経

説
篇
を
参
考
に
し
て
、『
孟
子
』
に
見
え
る
告
子
の
義
外
説
を
再

考
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
告
子
の
義
外
説
は
、「
天
」
と
い
っ

た
既
に
一
定
の
客
観
性
が
保
証
さ
れ
た
権
威
的
概
念
を
持
ち
出
さ

ず
、
日
常
的
な
色
に
対
す
る
認
識
作
用
と
、
年
長
者
に
対
す
る
道

徳
的
行
為
と
を
比
喩
と
し
て
用
い
、
そ
の
独
自
の
「
狂
挙
」
的
な

説
明
方
式
（
内
外
区
分
が
不
均
整
で
、
き
れ
い
な
対
称
性
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
説
明
方
式
の
こ
と
）
に
よ
っ
て
、「
義
」
の
客
観

性
を
論
証
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
告
子
の
義
外
説
の
思
想
的
意

義
が
見
い
だ
さ
れ
る
、
と
い
う
。

第
七
章
「
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
の
人
性
論
と
そ
の
周
辺
」

で
は
、『
性
自
命
出
』
に
見
え
る
「
性
」「
心
」「
物
」
や
、「
善
」

「
不
善
」
及
び
「
物
」「
勢
」
と
い
っ
た
主
要
概
念
に
つ
い
て
、
こ

れ
ら
の
概
念
を
め
ぐ
る
比
喩
表
現
や
文
章
構
造
を
改
め
て
検
討

し
、
そ
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、『
性
自
命
出
』

冒
頭
の
一
文
を
全
体
の
思
想
に
位
置
付
け
て
把
握
す
る
こ
と
で
、

『
性
自
命
出
』
の
人
性
論
の
思
想
的
特
徴
を
、
そ
の
周
辺
の
諸
思
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想
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、『
性

自
命
出
』
の
人
性
論
は
、
人
間
を
支
配
す
る
必
然
的
な
因
果
法
則

に
対
す
る
自
覚
の
上
に
、
人
間
の
心
の
自
由
の
領
域
に
価
値
を
認

め
、
規
範
の
根
源
と
人
間
性
と
に
関
す
る
思
索
を
深
め
る
も
の
で

あ
る
。

『
漢
簡
語
彙　

中
国
古
代
木
簡
辞
典
』（
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
簡
牘
研
究
班
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
全

五
九
〇
頁
、
縦
組
和
文
）

簡
牘
・
漢
簡
の
語
彙
を
収
録
し
た
辞
典
。
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
で
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
行
わ
れ
た
共
同
研

究
「
漢
簡
語
彙
の
研
究
」
及
び
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で

行
わ
れ
た
共
同
研
究
「
漢
簡
語
彙
辞
典
の
出
版
」
の
成
果
で
あ
る
。

見
出
し
と
し
て
採
用
さ
れ
た
語
彙
は
、
親
字
約
一
六
〇
〇
字
、

熟
語
約
五
四
〇
〇
語
の
合
計
約
七
〇
〇
〇
で
あ
る
。
居
延
漢
簡

（
新
・
旧
を
含
む
）
に
見
え
る
語
彙
を
主
と
し
て
取
り
上
げ
、
補

足
的
に
肩
水
金
関
漢
簡
、
ス
タ
イ
ン
発
見
の
敦
煌
簡
、
敦
煌
馬
圏

湾
漢
簡
、
敦
煌
懸
泉
置
出
土
簡
、
額
済
納
漢
簡
の
語
彙
も
一
部
含

む
。
こ
の
よ
う
に
、
対
象
と
な
る
簡
牘
・
漢
簡
は
、
西
北
辺
境
か

ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
や
張
家
山
漢
墓
竹

簡
等
の
漢
代
「
竹
簡
」
は
含
ま
れ
な
い
。（
た
だ
し
、
張
家
山
漢

墓
竹
簡
等
に
含
ま
れ
る
律
令
関
係
の
文
章
は
、
用
例
と
し
て
掲
げ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
）

見
出
し
は
、
そ
の
見
出
し
字
、
読
み
、
写
真
を
掲
げ
た
の
ち
、

意
味
と
用
例
が
記
さ
れ
る
。
用
例
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』『
漢

書
』
等
の
典
籍
と
漢
簡
の
用
例
を
両
方
掲
げ
て
い
る
。

本
辞
典
は
、
特
に
漢
代
の
軍
事
・
行
政
に
つ
い
て
研
究
す
る

際
、
大
量
の
漢
簡
の
中
か
ら
、
用
例
を
手
軽
に
調
べ
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
点
で
大
変
有
用
で
あ
る
。

『
漢
簡
語
彙
考
証
』（
富
谷
至
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年

三
月
、
全
四
七
三
頁
、
縦
組
和
文
）

前
掲
『
漢
簡
語
彙　

中
国
古
代
木
簡
辞
典
』（
以
下
、『
漢
簡
語

彙
』
と
略
記
）
の
姉
妹
編
に
あ
た
る
書
で
あ
り
、
十
年
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。「
Ⅰ
漢
簡
概
説
」「
Ⅱ
事

項
考
証
」「
Ⅲ
語
彙
考
証
」
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

「
Ⅰ
漢
簡
概
説
」
で
は
、
簡
牘
・
木
簡
に
関
し
て
基
礎
的
な
解

説
を
行
う
。
ま
た
、
西
北
辺
境
で
出
土
し
た
簡
牘
・
木
簡
に
つ
い

て
概
説
す
る
。

「
Ⅱ
事
項
考
証
」
で
は
、
漢
簡
が
使
用
さ
れ
た
時
代
の
行
政
・
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軍
事
施
設
の
実
態
、
制
度
、
武
器
、
時
制
に
つ
い
て
伝
世
文
献
と

漢
簡
の
情
報
を
参
照
し
つ
つ
解
説
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
訴
訟

手
続
き
、
弓
・
弩
・
矢
、
農
官
の
統
属
関
係
、
漢
代
辺
境
に
お
け

る
時
間
の
区
分
の
仕
方
及
び
各
時
刻
の
呼
び
名
に
つ
い
て
述
べ

る
。
ま
た
こ
れ
ら
に
加
え
、
王
莽
期
の
木
簡
の
特
徴
を
示
す
。

「
Ⅲ
語
彙
考
証
」
で
は
、『
漢
簡
語
彙
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語

彙
の
う
ち
、
上
部
に
＊
印
を
附
す
も
の
を
取
り
上
げ
、
よ
り
詳
細

に
解
説
す
る
。
例
え
ば
、「
角
」
に
つ
い
て
は
、『
漢
簡
語
彙
』
に

四
つ
の
意
味
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
四
つ
目
は
「
弓
弩
の

力
数
を
は
か
る
具
か
」
と
い
う
語
義
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
こ
の

根
拠
と
な
る
資
料
を
提
示
す
る
と
共
に
、
未
詳
の
部
分
が
存
在
し

て
い
て
、
あ
く
ま
で
暫
定
的
に
挙
げ
た
た
め
「
～
か
」
と
し
て
い

る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
他
、
多
数
の
語
に
つ
い
て
補
足
を
行
っ

て
お
り
、『
漢
簡
語
彙
』
と
併
せ
て
読
む
こ
と
を
想
定
し
た
書
で

あ
る
。

『
馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書　

胎
産
書
・
雑
禁
方
・
天

下
至
道
談
・
合
陰
陽
方
・
十
問
』（
大
形
徹
著
、
東
方
書
店
、

二
〇
一
五
年
三
月
、
縦
組
和
文
）

馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
。
馬
王
堆
文
献

の
中
で
も
特
に
医
学
に
関
わ
る
文
献
の
訳
注
書
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
『
胎
産
書
』『
雑
禁
方
』『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
方
』『
十

問
』
を
取
り
上
げ
る
。
本
書
は
、「
解
説
」
と
訳
注
の
二
部
に
分

け
て
掲
載
す
る
。

「
解
説
」
で
は
、
各
文
献
の
概
説
を
行
う
。
例
え
ば
『
胎
産
書
』

に
つ
い
て
は
、
出
土
状
況
・
儒
書
に
見
え
る
関
連
記
述
・
内
容
が

重
複
す
る
文
献
（『
逐
月
養
胎
方
』『
諸
病
源
候
論
』）
と
の
比
較

等
を
行
う
。
ま
た
、『
胎
産
書
』
と
同
じ
帛
に
記
さ
れ
て
い
る

「
禹
蔵
図
」「
人
字
図
」
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。

ま
た
『
十
問
』
に
つ
い
て
は
、
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
解
説

を
加
え
、『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
方
』
と
同
内
容
が
記
さ
れ
る

箇
所
を
表
に
ま
と
め
、
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
書
の
末
尾
に
は
、
本
書
の
釈
読
と
前
掲
『
長
沙
馬
王

堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
の
釈
読
の
対
照
表
が
附
さ
れ
て
お
り
、
両
書

で
隷
定
が
異
な
る
文
字
に
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

（ 99 ）


